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～９  月 ～

この広報紙は、森林保護のため再生紙を
使用しています。

～ 10  月 ～

１０日（日）　西日本音楽学院発表会
１３日（水）　高齢者学級
１７日（日）　島居カラオケ教室発表会
１８日（祝）　西日本音楽学院発表会
２４日（日）　青山歌謡教室発表会
２７日（水）　戦没者追悼式

　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロビー）
部分を常設の作品発表の場として無料で開放いたし
ます。
　開放期間は、原則として１回につき３週間です。
詳しくは、アザレアホール須恵内社会教育課へお尋
ねください。

●開催期間　11 月 11 日（土）～ 17 日（金）　　
　10:00 ～ 17:00

●開催場所　新宮町　新宮コミュニティセンター
　「そぴあしんぐう」

●募集作品　日本画、洋画･デザイン、陶芸、工芸 ･
　彫刻、書、写真

●出品資格　粕屋地区内に居住または通勤通学す
　る人　　

●出 品 料　一点につき 1,000 円
●申込み締切り　10 月 16 日（月）文化協会事務
　局窓口（アザレアホール須恵内）に申込書を置
　いています。
●申込み・問合せ先　須恵町文化協会
　☎ 934 - 0030　（文化協会事務局開設日　火曜
　 8 : 30 ～ 17 : 00、金曜 13 : 00 ～ 17 : 00）

６日（金）　須恵東中学校文化発表会
９日（祝）　須恵中学校芸術鑑賞会
　　　　　　  ドリームジョイントコンサート
１５日（日）　須恵あずま会発表会
２２日（日）　航空自衛隊西部航空音楽隊　音楽会
　　　　　  　13:30 開場　14:00 開演
２５日（水）　高齢者学級
２８日（土）　生涯学習まちづくりフォーラム

☎
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受け継がれる伝統行事受け継がれる伝統行事
　今年も猛暑が続いた７月から８月にかけて、町内各地　今年も猛暑が続いた７月から８月にかけて、町内各地
で夏まつりなどが開催されました。で夏まつりなどが開催されました。
　８月 15 日（火）には、新原区で 100 年以上にも渡り　８月 15 日（火）には、新原区で 100 年以上にも渡り
受け継がれる伝統行事の盆綱引きがありました。早朝に受け継がれる伝統行事の盆綱引きがありました。早朝に
茅取りなどを行い、葛を芯にしてわらと茅で編んだ長さ茅取りなどを行い、葛を芯にしてわらと茅で編んだ長さ
約 30 メートルの綱を区民が引いて、盆に招かれる精霊約 30 メートルの綱を区民が引いて、盆に招かれる精霊
を慰めこれを送りました。を慰めこれを送りました。
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犯
罪
を
誘
発
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
見
守
る
取
り
組
み
が
大
切
で
す
」

と
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
防
犯
対
策
は
、
警
察
や

自
治
体
で
の
取
り
組
み
は
も
と
よ

り
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
大
人

た
ち
み
ん
な
が
「
地
域
の
子
ど
も
た

ち
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う
高
い
防

犯
意
識
を
持
ち
、
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
子
ど
も
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
、
万
が
一
、
危

険
に
会
っ
た
と
き
に
は
自
ら
回
避
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
自
身
に
身
を
守

る
た
め
の
知
識
な
ど
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
い
わ
い
本
町
で
は
大
き
な
事

件
、
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
警
察
署
や
学
校
な
ど
に
は
そ
の

前
兆
と
も
い
え
る
不
審
者
の
目
撃
情

報
や
声
か
け
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
被
害
か

ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
粕
屋
警
察

署
は
も
と
よ
り
粕
屋
地
区
防
犯
協

会
、
町
内
各
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内

各
行
政
区
、
青
少
年
健
全
育
成
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
こ
れ
ら

の
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
警
察
署
生
活
安
全
課
の
村
上

伸
一
警
部
補
は
「
子
ど
も
が
被
害
者

に
な
る
犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、『
地
域

の
抑
止
力
』
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
子
ど
も
に
無
関
心
な
環
境
は
、

　

平
成
13
年
６
月
、
大
阪
府
池
田
市
池
田
小
学
校
で

子
ど
も
と
先
生
を
襲
っ
た
刺
殺
死
傷
事
件
（
子
ど

も
４
人
が
死
亡
）、﹇
無
職
男
（
37
）
を
逮
捕
﹈、
平

成
17
年
11
月
に
は
広
島
市
で
下
校
中
の
女
の
子
（
小

１
）
の
誘
拐
殺
人
事
件
、﹇
ペ
ル
ー
国
籍
の
無
職
の

男
（
34
）
を
逮
捕
﹈
な
ど
と
、
各
地
で
子
ど
も
が
被

害
者
に
な
る
む
ご
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
粕
屋
警
察
署
と
粕
屋
地
区
防
犯

協
会
が
発
表
し
て
い
る
統
計
資
料
や
犯
罪
・
不
審
者

情
報
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
今
月
号

か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
子
ど
も
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
資
料
提
供
＝
粕
屋
警
察
署
・
粕
屋
地
区
防
犯
協
会
、

カ
ッ
ト
は
警
察
庁
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
転
載
）

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

粕
屋
警
察
署
が
発
表
し
た
平
成
17

年
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
本
町
で

は
刑
法
犯
事
件
が
３
４
０
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
校
区
別
認
知
件
数
と
し
て
発

表
さ
れ
て
お
り
、
件
数
は
、
須
恵
第

２
小
学
校
校
区
が
２
０
１
件
、
須
恵

第
１
小
学
校
校
区
が
１
０
６
件
、
須

恵
第
３
小
学
校
校
区
が
33
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
す

べ
て
の
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
数
と
罪
種
の
中
に
は
、
子
ど
も
の

生
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
大
な
犯

罪
や
行
為
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
表

１
・
２
参
照
）。

　

粕
屋
警
察
署
に
は
次
の
よ
う
な
犯

罪
と
不
審
者
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
々
し
い
内
容
で
す
が
、
現
実
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
の
で
紹
介

し
ま
す
（
粕
屋
警
察
署
・
粕
屋
地
区

防
犯
協
会
の
「
地
域
安
全
速
報
」
か

ら
抜
粋
。
７
・
８
月
に
発
生
し
た
犯

罪
・
不
審
者
情
報
の
一
部
）。

　

７
月
13
日
（
木
）
午
後
９
時
こ

ろ
、
宇
美
町
大
字
井
野
の
路
上
に
お

い
て
、
女
子
高
生
が
帰
宅
中
、
前
か

ら
来
た
男
と
す
れ
違
う
際
、
体
を
触

ら
れ
る
事
件
が
発
生
。

【
不
審
者
の
特
徴
】

　

20
歳
位
の
男
、
身
長
約
１
６
５
セ

　

ン
チ
、
や
せ
型
、
白
色
半
袖
カ
ッ

　

タ
ー
シ
ャ
ツ
、
黒
色
ズ
ボ
ン

　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分

こ
ろ
、
女
子
児
童
が
友
達
の
家
か
ら

帰
宅
途
中
、
宇
美
町
障
子
岳
浄
水
場

前
の
道
路
上
で
、
黒
い
色
の
軽
自
動

車
に
乗
っ
た
不
審
な
男
か
ら
「
お
小

遣
い
を
あ
げ
る
か
ら
、
言
う
こ
と
を

聞
き
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

【
不
審
者
の
特
徴
】　

　

40
歳
位
の
男

　

７
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

こ
ろ
、
宇
美
町
宇
美
３
丁
目
に
お
い

て
、
男
が
通
行
中
の
女
子
高
生
に
下

半
身
を
見
せ
る
と
い
う
事
案
が
発
生
。

【
不
審
者
の
特
徴
】

　

35
〜
40
歳
位
の
男
、
黒
色
タ
ン
ク

　

ト
ッ
プ
、
だ
い
だ
い
色
の
短
パ
ン

　

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
誘
拐
な

ど
の
凶
悪
事
件
は
、「
声
か
け
」
に

よ
り
被
害
者
に
近
づ
く
ケ
ー
ス
が
大

半
で
す
。
ま
た
、
そ
の
手
口
も
巧
妙

で
す
。

手
口
の
例

・「
須
恵
第
一
小
学
校
は
ど
こ
？
」

　
「
須
恵
中
央
駅
は
ど
こ
？
」
な
ど

　

と
道
案
内
を
装
っ
て
近
づ
き
、
腕

　

を
つ
か
ん
だ
り
、
車
へ
引
き
込
も

　

う
と
し
た
り
す
る
手
口 

・「
お
母
さ
ん
が
入
院
し
た
。
病
院
へ

　

行
く
か
ら
す
ぐ
車
に
乗
っ
て
！
」

　

な
ど
と
嘘
の
事
実
を
告
げ
て
車
に

　

乗
せ
よ
う
と
す
る
手
口 

・「
テ
レ
ビ
に
出
し
て
あ
げ
る
か
ら

　

写
真
撮
ら
せ
て
」「
モ
デ
ル
に
な
っ

　

て
み
な
い
？
」
な
ど
と
カ
メ
ラ
マ

　

ン
や
ス
カ
ウ
ト
マ
ン
な
ど
に
な
り

・
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ
い
て

　

い
か
な
い
。

・
人
け
の
な
い
夜
道
の
一
人
歩
き
は

　

し
な
い
。

・
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
と
き
は
、
家

　

族
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
を
常
に
持
っ
て
お
く
。

・
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、
大
声
で

　

叫
ぶ
。

　

８
月
24
日
（
木
）
午
後
８
時
30
分

こ
ろ
、
須
恵
町
大
字
旅
石
の
路
上
に

お
い
て
、
男
が
通
行
中
の
女
子
高
生

の
ス
カ
ー
ト
を
め
く
る
と
い
う
事
案

が
発
生
。

【
不
審
者
の
特
徴
】

　

20
〜
30
歳
位
の
男
、
身
長
１
７
０

　

セ
ン
チ
位
、
黒
色
短
髪
７
・
３
分

　

け
、白
色
長
袖
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
、

　

黒
色
ズ
ボ
ン

・
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
い

　

ま
し
ょ
う
。 

・
通
学
路
や
公
園
な
ど
の
安
全
チ
ェ
ッ

　

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
審
な
子
連
れ
に
は
、
一
声
か
け

　

ま
し
ょ
う
。 

・
事
件
の
際
は
、
す
ぐ
に
１
１
０
番

　

通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
粕
屋
警
察
署
・
粕
屋
地
区
防
犯
協
会

　

☎
９
３
９
・
０
１
１
０

　

内
線　

２
６
１
・
２
６
２

罪種の説明罪種の説明

刑法犯とは、凶悪犯、粗暴犯、窃盗犯、知能犯、風俗犯、その他の刑法犯の６
種のことをいいます。
凶悪犯とは、殺人、強盗、放火、強姦。　粗暴犯とは、暴行、傷害、脅迫、恐喝。
窃盗犯とは、窃盗。
知能犯とは、詐欺、横領（占有離脱物横領を除く）、偽造、汚職、背任。
風俗犯とは、賭博、わいせつ（強制わいせつ、公然わいせつ）。
その他の刑法犯とは、上記以外。

　

す
ま
し
て
近
づ
く
手
口 

・「
歩
く
の
は
大
変
だ
か
ら
送
っ
て

　

あ
げ
る
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
車
に

　

乗
せ
よ
う
と
す
る
手
口
な
ど
が
あ

　

り
ま
す
。

　
「
甘
い
誘
い
」
に
は
絶
対
に
の
ら

な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

みんなで守る子どもの安全

◎　刑法犯　公立小学校区別認知件数　　平成 17 年１月～ 12 月

校区名 刑法犯合計 凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他

須恵第一 106 0 3 89 0 1 13

須恵第二 201 1 9 154 8 0 29

須恵第三 33 0 1 27 0 0 5

合　　計 340 1 13 270 8 1 47

◎　重点対象罪種　公立小学校区別認知件数　平成 17 年１月～ 12 月

校区名 重点対象
罪種合計

車　上
ねらい 自転車盗 オート

バイ盗
自動販売
機ねらい

部　品
ねらい

強　　制
わいせつ

須恵第一 70 24 4 12 10 7 1

須恵第二 123 26 21 12 18 15 0

須恵第三 21 5 4 2 3 2 0

合　　計 214 55 29 26 31 24 1

強　盗 空き巣 居空き 忍込み 自動車盗 ひったくり

0 9 0 1 2 0

1 21 2 4 2 1

0 4 0 0 0 1

1 34 2 5 4 2

表１

表２

粕 屋 警 察 署
粕屋地区防犯協会
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・
明
治
・
大
正
時
代

容
す
る
家
屋
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
27
年
（
１
８
９
４
）、
政
府

は
消
防
組
規
則
を
制
定
し
、組
織
や
、

活
動
の
基
準
を
定
め
、
全
国
統
一
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
村
と
し

て
も
消
防
を
一
層
充
実
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
明
治
44
年

（
１
９
１
１
）
に
佐
谷
、
上
須
恵
、

須
恵
、
甲
植
木
、
乙
植
木
、
旅
石
、

新
原
、
六
坑
外
に
腕
用
ポ
ン
プ
１
台

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
自
衛
消
防
か
ら
組
織
的

な
出
動
消
防
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
反
面
、
団
員
の
事
故
や
優
良
団

員
へ
の
救
済
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
単
独
町
村
で
は
財
政
力
も

な
い
の
で
、大
正
７
年
（
１
９
１
８
）

に
各
村
の
負
担
金
で
郡
に
消
防
議
会

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
団
員
が

死
亡
し
た
と
き
の
遺
族
や
負
傷
団
員

の
救
済
と
、
消
防
功
労
の
表
彰
が
主

な
事
務
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
の
消
火
方
法
は
実

に
幼
稚
な
も
の
で
し
た
。
主
と
し
て

延
焼
を
防
ぐ
破
壊
消
防
で
、
は
し
ご

番
が
火
元
の
家
屋
に
は
し
ご
を
か
け

る
と
、
ま
と
い
持
ち
は
屋
根
に
登
り

「
ま
と
い
」
を
振
っ
て
消
火
に
当
た

る
人
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

消
火
方
法
が
進
ん
だ
の
は
明
和
元

年
（
１
７
６
４
）、
初
め
て
手
つ
き

の
木
製
ポ
ン
プ
を
使
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
粕
屋
地
区
内
の
消
防
団
員
や
消
防
・
防
災
機

関
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
や
町
か

ら
勝
ち
あ
が
っ
て
き
た
選
手
た
ち
が
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
各
８
チ
ー
ム
出
場
し
て
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
か
ら
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

須
恵
町
消
防
団
は
、
本
部
分
団
、
上
須
恵
分
団
そ
れ
ぞ

れ
の
各
部
の
５
番
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
両
分
団
の
選
手

た
ち
は
、
町
大
会
か
ら
約
３
か
月
に
わ
た
る
厳
し
い
練
習

の
成
果
を
見
事
に
発
揮
し
て
、
気
合
の
入
っ
た
操
法
操
作

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
競
技
を
終
え
た
選
手
た
ち
に
は
、
テ
ン
ト
応

援
席
な
ど
で
観
戦
し
て
い
た
団
員
や
家
族
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ

た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
Ｗ
優
勝
し
た
両
分
団
は
粕
屋
地
区
を
代
表

し
て
、
９
月
３
日
（
日
）
に
福
津
市
の
福
岡
県
消
防
学

校
で
行
わ
れ
る
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

（
大
会
の
結
果
は
10
月
号
で
報
告
）。

　

第
45
回
粕
屋
地
区
消
防
操
法
大
会
が
、
７
月

30
日
（
日
）
に
粕
屋
中
部
消
防
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
に
、
須
恵
町
消
防
団
（
豊
田
幹
也

団
長
）
を
代
表
し
て
出
場
し
た
、本
部
分
団
（
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
）
と
上
須
恵
分
団
（
小
型
ポ

ン
プ
の
部
）
が
、
と
も
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

洋
戦
争
が
起
こ
る
ま
で
は
、
防
護
部

は
目
立
っ
た
活
動
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、終
戦
前
の
18
年
（
１
９
４
３
）

以
降
、
空
襲
が
盛
ん
に
な
る
に
と
も

な
っ
て
灯
火
管
制
の
見
守
り
や
、
警

報
の
伝
達
に
、
ま
た
、
消
防
部
は
不

時
火
災
の
消
火
の
ほ
か
に
空
襲
に
よ

る
火
災
を
想
定
し
て
、
消
火
活
動
の

演
習
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

終
戦
の
あ
と
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）
に
新
し
く
消
防
団
令

が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
警
察
署

長
の
指
揮
監
督
権
を
市
町
村
長
に
移

し
ま
し
た
。

　

町
は
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
に

消
防
団
条
例
を
制
定
し
「
団
長
は
村

長
が
任
命
し
、
そ
の
他
の
団
員
は
団

長
が
任
命
す
る
」「
団
員
の
年
齢
を

満
18
歳
以
上
、満
45
歳
未
満
と
す
る
」

な
ど
が
定
め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
（
須
恵
町
誌
か
ら
抜
粋
・
転
載
）

　

昭
和
に
入
る
と
戦
時
体
制
が

次
第
に
強
く
な
り
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）、
防
空
業
務
に
従
事
す

る
活
動
団
体
と
し
て
防
護
団
が
結
成

さ
れ
、
そ
の
後
12
年
（
１
９
３
７
）

に
防
空
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
に
日
中
戦
争
が
起
こ
り
、

防
空
・
防
火
対
策
が
重
要
さ
を
増
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
消

防
組
と
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に

組
織
さ
れ
た
防
護
団
を
統
合
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
警
防
団
要
綱
が

で
き
ま
し
た
。
続
い
て
昭
和
14
年

（
１
９
３
９
）、
勅
令
で
警
防
団
令
が

発
布
さ
れ
、
消
防
は
防
空
対
策
を
中

心
と
し
た
大
日
本
警
防
協
会
の
組
織

に
統
一
さ
れ
、
地
方
は
警
察
署
長
の

監
督
に
入
り
ま
し
た
。

　

村
議
会
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
警
防

団
設
置
規
則
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
に
太
平

地区大会と県大会の出場分団と入賞歴
（須恵町消防団：平成５年度から）

年度 自　動　車
ポンプの部 入　賞　歴 小　　　型

ポンプの部 入　賞　歴

５ 佐　谷Ａ 郡大会３位 － －

10 佐　谷Ａ 地区大会準優勝 上須恵Ａ 地区大会優勝

12 甲植木Ａ 地区大会準優勝 須　恵Ａ 県大会準優勝

14 佐　谷Ａ 地区大会３位 上須恵Ｂ 県大会３位

16 佐　谷Ａ 地区大会３位 上須恵Ａ 地区大会３位

18 本　部Ａ 地区大会優勝 上須恵Ａ 地区大会優勝

　

わ
が
町
の
消
防
は
、
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
上
須
恵
に
私
設
消
防

組
が
で
き
た
の
が
始
ま
り
で
す
（
当

時
は
村
政
を
施
行
す
る
前
で
、
上
須

恵
区
を
上
須
恵
村
と
い
っ
た
時
代
で

す
）。

　

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
以
降
、

海
軍
炭
鉱
や
民
営
炭
鉱
に
よ
る
石
炭

採
掘
が
活
発
に
な
り
、
従
業
員
を
収

今
後
い
っ
そ
う
町
民
の
「
命
」
と
「
財

産
」
を
守
る
た
め
、
粕
屋
消
防
本
部

と
手
を
携
え
、
消
防
団
一
丸
と
な
っ

て
任
務
遂
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
須
恵
町
消
防
団
が
こ
う
し

た
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は
、
町
を
は
じ
め
、
町
議
会
、

消
防
機
関
関
係
者
、
地
元
の
区
長
や

役
員
、
歴
代
消
防
Ｏ
Ｂ
、
ご
家
族
な

ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借

り
ま
し
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

日
ご
ろ
団
員
た
ち
は
、
こ
う
し
た

消
防
操
法
大
会
で
の
消
防
技
術
習
得

の
ほ
か
、
水
防
訓
練
や
行
方
不
明
者

の
捜
索
、
年
末
の
夜
間
警
備
な
ど
昼

夜
を
い
と
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

団
員
の
こ
う
し
た
姿
を
見
る
と
き
、

先
輩
団
員
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た

消
防
精
神
や
伝
統
が
脈
々
と
息
づ
い

て
い
る
こ
と
に
今
さ
ら
な
が
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

今
日
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
、

災
害
形
態
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り

い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
の
好
成
績
を
機
会
に

　

町
大
会
や
地
区
大
会（
１
市
７
町
）

で
の
優
勝
、
そ
れ
も
今
回
、
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
が

そ
ろ
っ
て
優
勝
と
は
私
の
知
る
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
快
挙
で
す
。
分

団
長
以
下
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

粕
屋
地
区
を
代
表
し
て
県
大
会
出
場

5
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職
員
に
対
し
、「
お
前
ら
は
私
の
税

金
で
喰
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
さ
っ

さ
と
引
き
取
れ
。」
と
、
納
税
者
で

あ
る
こ
と
を
盾
に
責
任
逃
れ
を
す
る

飼
い
主
も
多
く
、〝
や
む
な
く
飼
え

な
く
な
っ
た
〞
の
、〝
や
む
な
く
〞
は
、

ほ
と
ん
ど
が
知
識
不
足
や
身
勝
手
に

よ
る
理
由
で
す
。

　

本
来
な
ら
、
飼
い
主
の
責
務
と
し

て
飼
い
主
自
ら
殺
処
分
の
ボ
タ
ン
を

押
す
べ
き
で
あ
り
、
直
接
手
を
下
さ

な
く
て
も
、
自
分
が
殺
し
た
と
い
う

重
荷
を
背
負
う
の
が
飼
い
主
と
し
て

の
責
務
で
す
。

　

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
業

務
と
し
て
以
上
に
人
間
と
し
て
訴
え

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
広
報
紙

の
枠
や
字
数
な
ど
あ
る
と
こ
と
存
じ

ま
す
が
、
ご
検
討
の
程
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。」

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

め
ら
れ
て
い
る
終
生
飼
育
が
大
前
提

で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
行
政
と
し
て
強

く
啓
発
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
犬
猫
引
取
り
の
お
知

ら
せ
は
、
ゴ
ミ
の
収
集
日
お
知
ら
せ

の
ご
と
く
、あ
ま
り
に
も
淡
々
と
し
、

業
務
的
す
ぎ
る
と
感
じ
ま
す
。
広
報

の
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、
い
ら
な
く

な
れ
ば
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ば
よ
い

と
い
う
安
易
さ
、
無
責
任
さ
を
助
長

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
実
に
、
引
取
り
を
希
望
す
る
飼

い
主
は
、
自
分
に
都
合
の
悪
い
こ
と

か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
な
か
な
か
殺
処

分
と
い
う
現
状
に
目
を
向
け
よ
う
と

は
し
ま
せ
ん
。
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

で
、
飼
い
主
に
再
考
を
お
願
い
す
る

　
「
犬
猫
の
引
き
取
り
は
行
政
の
業

務
と
し
て
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
は
決
し
て「
飼
え
な
く
な
っ

て
も
大
丈
夫
、
行
政
に
引
き
取
っ
て

も
ら
う
と
い
う
手
が
あ
り
ま
す
。」

と
い
っ
た
、
無
責
任
な
飼
い
主
に
好

都
合
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

飼
い
主
の
責
務
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
動
物
愛
護
法
や
県
の
条
例
に
定

に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
法
律
で
、

平
成
17
年
６
月
、
第
１
６
２
国
会
に

お
い
て
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

改
正
さ
れ
た
主
な
と
こ
ろ
は
、
基

本
原
則
に
「
動
物
が
命
あ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
」「
人
と
動
物
の
共
生
に

配
慮
す
る
こ
と
」
の
２
点
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

は
、
飼
主
の
責
任
が
明
確
に
な
り
、

動
物
の
適
正
な
飼
育
、
迷
惑
行
為
の

防
止
、
動
物
の
感
染
症
に
つ
い
て
の

知
識
を
も
つ
こ
と
な
ど
が
加
わ
り
ま

し
た
。
虐
待
に
よ
る
罰
則
強
化
や
、

動
物
販
売
業
者
は
、
購
入
者
に
対
し

て
、
そ
の
動
物
の
適
切
な
飼
育
方
法

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
と
ペ
ッ
ト
は
非
常
に
密
着
し

た
距
離
で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
気

づ
か
ず
に
ペ
ッ
ト
を
通
し
て
動
物
由

来
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
か
み
傷
、

引
っ
か
き
傷
、
ま
た
、
気
づ
か
ず
に

排
泄
物
に
触
れ
た
手
を
口
へ
持
っ
て

い
く
な
ど
し
て
感
染
す
る
も
の
で
す
。

　

飼
い
主
は
感
染
症
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
動
物
を
触
っ
た
後

は
必
ず
手
を
洗
う
な
ど
、身
の
周
り
や

飼
育
環
境
の
清
潔
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」（
動
物
愛
護
管
理
法
）
は
、

動
物
の
虐
待
防
止
や
適
正
な
取
り
扱

い
方
な
ど
の
動
物
愛
護
に
関
す
る
事

項
、
人
に
対
す
る
危
害
や
迷
惑
の
防

止
な
ど
を
図
る
た
め
の
動
物
の
管
理

　

毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
こ

れ
を
機
会
に
、
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
に
、
動
物
の

正
し
い
飼
い
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料

総
務
省
監
修
広
報
通
信
・
福
岡
県
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

最
近
、
動
物
の
遺
棄
や
虐
待
、
近

隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
多
く
の
問

題
が
報
告
さ
れ
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
中
で

人
間
と
動
物
が
共
存
し
て
い
く
た
め

に
、
飼
い
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
飼
っ
て
い
る
動
物

の
健
康
を
守
り
、
ま
た
、
人
に
危
害

を
加
え
た
り
、
迷
惑
な
ど
を
か
け
た

り
し
な
い
よ
う
、
飼
い
主
に
は
、
次
の

よ
う
な
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
っ
て
い
る
動
物
に
は
、
名
札
や

標
識
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
を
つ

け
、
飼
い
主
が
だ
れ
で
あ
る
か
分
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
犬

に
つ
い
て
は
鑑
札
を
つ
け
る
こ
と
が

「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
猫
の
し
つ
け
は
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
猫
を
飼
っ
て
い
る

人
は
、
管
理
者
を
明
確
に
す
る
た
め

迷
子
札
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
の
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

引
き
取
っ
た
犬
・
猫
の
新
し
い
飼
い

主
を
探
す「
里
親
制
度
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
飼
い
主

が
見
つ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

新
し
い
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い

犬
と
猫
は
残
念
な
が
ら
殺
処
分
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
県
の
条
例
や
、
今

年
６
月
に
改
正
施
行
さ
れ
た
動
物
愛

護
法
で
も
、
引
き
続
き
飼
い
主
の
責

務
の
ひ
と
つ
と
し
て
終
生
飼
養
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
え
な
く
な
っ

て
も
、
次
の
新
し
い
家
族
へ
命
を
た

く
す
ま
で
が
、
家
族
の
一
員
だ
っ
た

犬
・
猫
に
対
す
る
飼
い
主
と
し
て
の

最
後
の
責
任
で
あ
り
、
愛
情
で
す
。

動
物
は
飼
い
主
を
選
べ
ま
せ
ん
。
ど

う
か
今
一
度
、
動
物
た
ち
の
目
を
見

て
、
飼
養
に
つ
い
て
考
え
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。

福岡県動物愛護推進協議会発行パンフレットから転載

①私たちだって家族計画したい

②迷子札をつけて ④室内で飼って

ねこからの　　　つのお願い４
　オスの去勢手術はスプレー（マー
キング行為）やケンカを防止します。
　メスの不妊手術は不慮の妊娠を防
ぐことが出来ます。発情期の鳴き声
でご近所に迷惑もかかりません。
　不幸なねこをつくらないためにも
ねこの家族計画は飼い主の責任です。

　衰弱や事故などで自力で移動でき
なくなった多くのねこが負傷動物と
して保護収容されています。これら
のねこのほとんどは、飼い主が判明
しません。
　迷子札を付けていればねこが道に
迷ってもあなたの元へ帰ることがで
きます。

　できるだけ室内飼育をすすめます。
交通事故や伝染病の心配が少なくな
り、フンや足跡などご近所とのトラ
ブルの心配もなくなります。
　十分なエサがあり、安全で、スト
レスが発散できれば、犬と違い、ね
こは空間をうまく使えるので生活のた
めにあまり広い場所を必要としません。

③トイレのしつけをしてほしい
　ねこに関する苦情のトップは「庭
に来てフン・尿をする」です。
　トイレは家庭でするようにしつけ
ましょう。
　またトイレは毎日掃除し、におい
やその始末にも十分気を配りましょう。

広
報
で
の
犬
猫
引
き

取
り
欄
を
、
同
時
に

啓
発
の
欄
へ

　

多
数
の
動
物
を
飼
う
こ
と
で
、
周

辺
の
生
活
環
境
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

飼
い
主
は
、
飼
っ
て
い
る
動
物
か

ら
生
ま
れ
る
新
し
い
命
に
も
責
任
を

も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
繁
殖

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
飼
い
主
の

責
務
と
し
て
不
妊
去
勢
手
術
な
ど
を

行
い
、
繁
殖
を
制
限
す
る
こ
と
が
、

法
律
で
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
猫
に
つ
い
て
は
、
室
内
飼
育
を

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
不
妊
去
勢
手

術
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
繁
殖

を
制
限
す
る
こ
と
は
、
捨
て
犬
や
捨

て
猫
な
ど
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も

大
切
な
こ
と
で
す
。  
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≪対象者≫
　①　65 歳以上で須恵町在住の人

　②　60 歳以上 65 歳未満の人で心臓やじん

　　　臓、呼吸器の障害またはヒト免疫不全

　　　ウイルスによる免疫機能障害（障害者

　　　手帳１級程度）を持っている人

自己負担 1,000 円で接種できます。
　接種の際は、年齢・住所が確認できるもの

をご持参ください。

≪実施医療機関≫
　①別表の町内医療機関

　②粕屋医師会加入実施医療機関（古賀市および粕屋郡内）

　上記以外の医療機関で接種を希望される場合は、役場保健環境課までお問い合わせください。

　（※その際、医療機関によっては依頼書が必要な時は、接種まで時間がかかる場合もありますの

　　　でお早めにお問い合わせください。）

≪予防接種を受ける前に≫
　接種を受ける前に、予防接種・副反応などについて説明書をよく読み理解したうえで接種を受け

てください。気にかかることやわからないことがあれば、かかりつけ医にご相談ください。

　説明書は実施医療機関にありますので接種前によくお読みください。
●問合せ先　役場保健環境課  健康係　☎ 932 - 1151

17 12 １ 18 11 30

　介護保険広域連合粕屋支部では、これまで介護保険被

保険者証の認定有効期間の満了が近づいたとき、「更新

の手続きについてのお知らせ」を通知してきました。今

回、認定の有効期間が本年 11 月 30 日以降のものから、

この「更新の手続きについてのお知らせ」を廃止するこ

ととしました。

　これは、これまでの更新申請については、申請を行う

人のほとんどが介護サービス事業者によって「代理申請」

を行なっています。また、「更新申請」を行う約２割の

人は介護サービスを利用されていません。このような状

況の中で、限られた財源をより有効に介護保険運営に活

かすために、今回の廃止となりました。

　なお、更新手続きは有効期間満了日の 60 日前からで

きますので、介護保険被保険者証の認定有効年月日を確

認して、手続きを忘れないようにご注意ください。

●問合せ先　介護保険広域連合粕屋支部
　☎ 652 - 3111

（別  表）
実 施 医 療 機 関 電話番号
水 戸 病 院 935 - 3755
泰 平 病 院 932 - 5881
原 田 医 院 933 - 5521
市 來 医 院 935 - 0165
岡 医 院 932 - 0458
千鳥橋病院須恵診療所 934 - 0011
須恵外科胃腸科医院 936 - 2355
貫 外 科 胃 腸 科 医 院 933 - 5111
太 田 整 形 外 科 932 - 8877
須 恵 中 央 眼 科 931 - 1800

実施機関は 10月 15 日 ( 日 ) から 12 月までです。

高齢者インフルエンザ予防接種を実施します。

＜健康づくりのために１年に１回受診しましょう。＞

保健センター

≪申し込み受付について≫　　　　※土・日・祝日・時間外の受付は行なっていません。

日　　時 　9月 19 日（火）～ 9月 29 日（金）　8：30 ～ 17：15

申し込み方法
　　電話または保健環境課窓口で申し込んでください。申し込
　みの際は、住所・氏名・生年月日・電話番号・希望の検診日・
　項目をお尋ねします。

申し込み先 　保健環境課　☎ 932 - 1151

≪検診日程≫

検 診 日

10 月 25 日（水）
26 日（木）
27 日（金）
28 日（土）
29 日（日）

受付時間 ８：00 ～ 11：00

≪検診項目≫※平成 19 年 3月 31 日現在の年齢です。
項　　目 対　　象

　基本健康診査 男・女
　胸部検診（結核・肺がん） 男・女
　胃がん検診 男・女
　前立腺がん検診 男性 45 歳以上
　子宮がん検診 女　性

　乳がん検診

視触診 女　性

マンモグラフィ

女性 40 歳以上

（奇数年生まれで昭和 41 年以
前の生まれの人
※春受診していない人

　骨密度測定 女性 20 歳以上
※春受診していない人

実施医療機関・実施期間
○受診できる医療機関

医療機関名 電話番号 基本健康診査 子宮がん 大腸がん
水 戸 病 院 935 - 3755 ○ ○
泰 平 病 院 932 - 5881 ○ ○
原 田 医 院 933 - 5521 ○ ○
市 來 医 院 935 - 0165 ○ ○
岡 医 院 932 - 0458 ○ ○
千鳥橋病院須恵診療所 934 - 0011 ○ ○
須 恵 外 科胃腸科医院 936 - 2355 ○
貫 外 科 胃 腸 科 医 院 933 - 5111 ○
太 田 整 形 外 科 932 - 8877 ○
王 子 産 婦 人 科 医 院 933 - 5050 ○

受　　　診　　　期　　　間 10 月 2 日～ 10 月 31 日 10 月 2日～
11 月 30 日 年　間

●問合せ先　役場保健環境課　健康係　☎ 932 - 1151

≪託児について≫
　託児室の利用が必要な人は検診の
申し込みと一緒に予約してください。
　※定員になり次第締め切らせてい
　　ただきます。
≪結果について≫
　結果票は「住民検診結果説明会」
の会場でお渡しします。お越しにな
れなかった人には、説明会終了後、
ご自宅に郵送します。

※マンモグラフィと骨密度測定については、検査に時間を要する検診
　のため、定員になり次第締め切らせていただきます。
※マンモグラフィ：偶数年生まれの人は平成 19年度対象です。

町内病（医）院

◆　受診の際の留意点
　　１　診療時間内に受診してください。
　　２　結果は、受診された医療機関へ各自忘れずに聞きに行きましょう。（ご自宅へは郵送されません。）

★須恵町の住民の証明となるもの（健康保険証など）を持参してください。

※上記期間の休診日や 12 月末の診療日、診療時間などについては、
　接種を希望する各医療機関にお問い合わせください。



101111 10

競技名 種　別 成　績

陸　上

一般男子 優　勝

青年男子 準優勝

青年女子 優　勝

総　　合 優　勝

バレーボール

一般男子 ３　位

一般女子 ３　位

壮年女子 優　勝

マスターズ ３　位

んの人たちとも触れ合うことができて、本当の意味で国

と国を越えて交流を深めることができたと思います。本

当に楽しく、良い思い出ができました。

　次は、自分でお金を貯めて行けたらなと思います。受

験が迫っている中、中学最後の楽しい思い出を作ること

ができて両親に感謝しています。」

　

毎
年
８
月
１
日
の
「
水
の
日
」
か
ら
同
月
７
日
ま
で
は
「
水
の
週
間
」

で
す
。
こ
の
水
の
週
間
は
、
福
岡
都
市
圏
の
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重

要
な
水
資
源
の
、
計
画
的
な
開
発
や
合
理
的
な
水
利
用
、
水
が
も
つ
多

面
的
な
機
能
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
水
の
週
間
に
伴
い
、本
町
で
は
期
間
中
の
８
月
１
日
（
火
）
に
、

須
恵
中
央
駅
ほ
か
町
内
４
か
所
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、早
朝
７
時
か
ら
町
長
や
役
場
職
員
が
Ｊ
Ｒ
各
駅
で
通
勤
・

通
学
者
を
対
象
に
、
夕
方
か
ら
は
町
内
ス
ー
パ
ー
前
で
買
物
客
を
対
象

に
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
節
水
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　第 55 回粕屋地区体育大会（粕屋郡体育協会・古賀市体育協会など主催）が、８月６日（日）に粕屋町を主会場に
行われました。
　陸上や剣道、相撲競技など、17会場で 15 競技が行われました。
　選手たちは、猛暑の中で須恵町を代表して熱戦を展開して、団体と個人７競技で優勝をおさめました。

大会成績（須恵町のみ・３位まで）

競技名 部　門 氏　名 成　績

陸　上

青年女子走幅跳 小島　絵里 準優勝
　〃　　三種競技 畑田　佳津実 優　勝

〃 丸山　伊織 準優勝
壮年男子Ｂ走幅跳 松永　弘毅 優　勝
　〃　　　砲丸投 丸山　信幸 準優勝
壮年女子Ｂ走幅跳 丸山　卓美 優　勝
　〃　　　砲丸投 丸山　卓美 優　勝
オープン男子 800 ｍ 村瀬　秀 優　勝

卓　球 一般男子 新井　優希 優　勝

剣　道

30 歳未満 稲永　浩一郎 ３　位
30 歳代 吉松　成昭 優　勝

〃 中村　正勝 ３　位
40 歳代 百田　茂徳 優　勝
女子 30 歳以上 吉松　織恵 優　勝

〃 黒川　松枝 準優勝
〃 伊東　美紀 ３　位

柔　道
青年の部 松本　芳明 優　勝

〃 瓜生　浩太郎 ３　位
バドミントン 男子 吉松孝一郎・中市慎太郎 ３　位

相　撲

２年生 安恒　拓海 準優勝
３年生 田邊　大夢 ３　位
４年生 伊藤　晃司 優　勝
６年生 藤田　光輝 優　勝

弓　道 一般女子 福田　牧子 準優勝

競技名 部　門 氏　名 成　績

陸　上

一般男子　100 ｍ 星野　勉 ３　位
　〃　　1,500 ｍ 糸山　遼介 準優勝
　〃　　3,000 ｍ 糸山　遼介 ３　位

　〃　　400 ｍリレー
星野勉・松本勇太・
飯田将仁・松本竜一

優　勝

　〃　　走幅跳 松本　竜一 優　勝
〃 松本　勇太 準優勝

　〃　　三段跳 松本　竜一 優　勝
　〃　　砲丸投 飯田　将仁 優　勝

〃 稲永　太市 準優勝
中学男子　100 ｍ 田中　竜一 準優勝
　〃　　1,500 ｍ 梶山　翔平 ３　位

男女混合 400mリレー
中里優・田中竜一・
高木都・片野翔太

３　位

青年男子　100 ｍ 世利　幸範 準優勝
　〃　　　400 ｍ 於保　賢太 準優勝
　〃　　1,500 ｍ 佐藤　一也 ３　位

　〃　　400mリレー
世利幸範・於保賢太・
矢野健太郎・向藤原貴之

準優勝

青年女子　100 ｍ 北本　千秋 優　勝
〃 安藤　亜矢 ３　位

　〃　　　200 ｍ 北本　千秋 優　勝
〃 百田　久代 ３　位

　〃　　走幅跳 百田　久代 優　勝

個人の部（敬称略）

団体の部
競技名 種　別 成　績

相　撲 小学生 優　勝

バドミントン 混　　合 準優勝

サッカー 一般男子 ３　位

ソフトボール 一般男子 準優勝

競技名 種　別 成　績

剣　道
一　　般 準優勝

青　　年 準優勝

柔　道
一　　般 ３　位

少　　年 ３　位

卓　球
一　　般 ３　位

壮　　年 優　勝

バスケットボール
一般男子 ３　位

一般女子 優　勝

　第 33回カナダフレンドシップ大使「英語研修－多文

化と環境を考える－ホームステイ」（研修先・カナダ、

バンクーバー市など、７月 25日～８月８日、カナダ友

好協会主催）に、本町から阿部真澄さん（山の神区・15歳）

の参加者があり、体験記が寄せられましたのでご紹介し

ます。

　「このホームステイは、初めての海外ということもあ

り、とても心に残るものとなりました。そして、部活が

この夏で最後だったので、悩みに悩んだ末、やっと行く

決心ができました。

　飛行機にゆられること十何時間。何百キロもの道のり

を経て、やっとカナダへ !!!　カナダに着いて、日本と

の違いにとても驚かされました。１つ目は、都会でもた

くさんの大きな木が植えてあったこと。２つ目は、道路

がとても広かったということ。３つ目は、昼間でもみん

な車のライトを付けていたということ。などなどです。

　ホームステイ先のファミリーには、とても良くしても

らい楽しい二週間となりました。友だちもでき、たくさ
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上
須
恵
村
は
立
花
実
山
の
知
行
地
だ
っ
た

古
文
書
を
読
む
（
１
）

　

な
お
、元
は
一
枚
の
紙
を
横
長
に
な
る
よ
う
に
二
つ
折
り
し
、

折
り
目
で
切
断
し
た
「
切
紙
（
き
り
が
み
）」
で
す
が
、
現
在

は
戦
前
に
表
装
さ
れ
た
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
に
、
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
（
書
き
下
し
）

　
　

わ
れ
ら
知
行
所
、
上
須
恵
村
、

　
　

麦
作
損
毛
に
つ
き
、
百
姓
ど
も

　
　

難
儀
の
由
候
と
こ
ろ
、
そ
な
た
よ
り

　
　

銀
子
取
り
替
え
、
心
を
つ
け
申
さ
れ
候
よ
し
。

　
　

寄
特
の
儀
、
感
じ
入
り
候
。
こ
の
段
、

　
　

申
す
べ
き
た
め
、
か
く
の
如
く
候
。
恐
々
謹
言
。

　

多
少
想
像
を
交
え
な
が
ら
解
釈
す
る
と
、
こ
の
年
、
麦
の
収

穫
が
で
き
な
か
っ
た
（
損
毛
）
の
で
、
百
姓
た
ち
は
年
貢
を
納

め
ら
れ
ず
困
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
田
原
順
貞
さ
ん

が
資
金
を
提
供
し
て
、
無
事
年
貢
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
年
貢
を
納
め
る
相
手
が
立
五
郎
左
衛
門
だ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
う
し
た
事
情
が
後
か
ら
明
ら
か
に
な
り
、
百
姓
を
助
け

た
そ
の
行
い
が
感
心
だ
と
し
て
、
一
種
の
表
彰
状
を
出
し
た
の

で
す
。「
恐
々
謹
言
」
は
、
今
日
で
も
使
わ
れ
る
「
敬
具
」
と

同
じ
よ
う
に
、
文
章
を
締
め
く
く
る
際
の
決
ま
り
文
句
で
す
。

　

宛
名
の
田
原
順
貞
は
田
原
眼
科
系
図
（『
須
恵
町
誌
』

九
九
九
頁
）で
は
田
原
家
の
第
二
代
で
、宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）

に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。初
め
弥
吉
貞
勝
と
言
っ
て
い
た
の
が
、

眼
科
医
と
な
っ
て
順
貞
と
称
し
た
の
で
す
。宛
名
の
書
き
方
が
、

順
貞
様
で
も
順
貞
殿
で
も
な
く
、
順
貞
老
と
呼
ば
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
五
郎
左
衛
門
と
順
貞
の
親
密
な
付
き
合
い
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。
田
原
家
で
は
、「
老
」
は
医
者
に
対
す
る

　
「
ド
イ
ツ
出
身
の
ミ
ヒ
ェ
ル
で
す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
突
然

舞
い
込
ん
で
き
た
の
は
、
昨
年
十
二
月
の
こ
と
で
し
た
。
ミ

ヒ
ェ
ル
さ
ん
は
九
州
大
学
で
医
学
史
関
係
の
研
究
を
し
て
お
ら

れ
て
、
須
恵
町
の
眼
科
医
・
目
薬
な
ど
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
翌
日
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
役
場
の
前
を
歩
い
て
い

た
私
に
、
教
育
委
員
会
の
山
下
さ
ん
が
車
の
窓
を
開
け
て
声
を

か
け
て
き
ま
し
た
。
助
手
席
に
は
見
慣
れ
な
い
人
が
座
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
な
ん
と
当
の
ミ
ヒ
ェ
ル
さ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
ミ
ヒ
ェ
ル
さ
ん
の
情
熱
と
行
動
力
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。
雪
の
舞
う
中
を
、
地
理
不
案
内
の
ま
ま
、
早
速
、

皿
山
の
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
訪
ね
て
来
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
掲
げ
た
古
文
書
は
、
ミ
ヒ
ェ
ル
さ
ん
と
教
育

委
員
会
の
山
下
啓
之
さ
ん
の
、須
恵
町
で
の
調
査
の
成
果
で
す
。

上
須
恵
の
田
原
幸
佑
さ
ん
の
お
宅
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

敬
称
だ
と
聞
い
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

昔
は
「
〜
老
」
と
か
「
〜
翁
」
は
人
間
性
に
対
す
る
敬
称
で
、

必
ず
し
も
老
人
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

差
出
人
立
五
郎
左
衛
門
と
は
誰
か
。
こ
れ
は
福
岡
藩
最
大
の

文
化
人
と
言
わ
れ
た
立
花
五
郎
左
衛
門
重
根
（
し
げ
も
と
）
で

す
。
立
花
家
は
福
岡
藩
家
老
の
家
柄
で
し
た
が
、
重
根
（
歴
史

上
は
実
山
と
い
う
名
前
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
）
が
御
家
騒
動
に

巻
き
込
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
、
断
絶
し
ま
し
た
。
実
山
の
死
は
宝

永
五
年
で
す
か
ら
、
こ
の
文
書
は
宝
永
四
年
以
前
の
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
上
須
恵
村
が
立
花
家
の
知
行
地
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
れ
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
も

収
穫
で
す
が
、
し
か
も
、
こ
の
文
書
に
署
名
し
て
い
る
の
が
立

花
実
山
と
な
る
と
、
こ
の
古
文
書
自
体
に
も
大
き
な
価
値
が
あ

り
ま
す
。

（
次
回
に
続
く
）
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　須恵中学校（結城愼一郎校長）では、なぎなた部（原

田久美子・中園未央顧問）と吹奏楽部（白土直也・石橋

しげみ顧問）が活躍しました。

　なぎなた部は、第 14回全国中学校なぎなた大会（Ｊ

ＯＣジュニアオリンピックカップ）が、７月 30日（日）

に岡山県体育館で行われました。35都道府県から 104

チームが出場したこの大会で、同部は、試合競技団体の

部で（津田毬花さん・黒木歩美さん・古館瑚茉子さん）

が５位の好成績をおさめました。

　吹奏楽部は、第 22回福岡県吹奏楽コンクールが、８

月６日（日）に飯塚市コスモスコモンで行われました。

この大会で、同部は金賞を受賞して、九州大会への推薦

を受けて同月 19日（土）に福岡サンパレスで開催され

た九州大会に、福岡県の代表として出場しました。この

結果、同部は銀賞を受賞しました。

歴史もちつき会が水道記
の墨入れ奉仕活動

　餅つきを子どもたちに継承し、人間性と文化の向上、

自然環境の保護活動などに取り組んでいる、歴史もちつ

き会（正木茂嗣会長）が７月２日（日）に、皿山公園内

にある水道記の墨入れ奉仕活動を行いました。

　この作業は、当初、４月上旬から計画して取り組んで

いました。しかし、相次ぐ雨天により延期されていまし

た。この日は、午前７時から約６時間の作業となりました。

　会員たちは、足のしびれや手首のハリを克服しながら、

汚れ落としから墨入れ、拓本取りなどの作業を行いました。

　平成 18年度スポーツフェスタ・ふくおかスポーツ・

レクレーション祭 一般＆男女混合綱引大会（福岡県綱

引連盟主催）が、５月 21日（日）に春日市春日西スポー

ツセンターで行われました。

　この大会に、本町の女性綱引きチーム、アザレア TC（吉

田智郁監督）が福岡佐川急便とチームを組んで混合の部

に出場して、見事優勝を勝ち取りました。

　これに伴い、同チームは 10月に鳥取県で行われる全

国大会への出場権を手にしました。

　吉田監督は、「私をはじめ選手一同、今年の目標であ

る全日本選手権出場に向けて頑張りますので、応援よろ

しくお願いします」と話されていました。

　（財）日本少年野球連盟（ボーイズリーグ）第３７回

日本少年野球選手権大会の福岡県決勝が、７月２日（日）

に福智町の赤池総合グラウンド町民球場で行われました。

　この大会に、須恵バッファローズ（小島謙治代表・稲

岡忠監督）が出場して予選を勝ち抜き、同チームはこの

決勝戦で相手チームを延長戦の末、３対２で破り優勝し

ました。この結果、同チームは８月２日から４日に大阪

市舞洲球場で行われた、全国大会に出場しました。

　キャプテンの谷一輝くん（中３）は、「全国大会では、

１回戦から大阪の優勝候補チームと戦うこととなり、県

須恵バッファローズ
強豪チームを制して全国へ

大会よりも厳しい試合になると思いますが、福岡県代表

の名に恥じないように全国制覇目指して頑張ってきま

す」と話していました。

中学生が夏休みに
スポーツと音楽で大活躍！

　また、アザレア TCは、７月に大分県別府市で行われ

た第４回西日本綱引選手権大会に昨年に引き続き出場

し、一般女子の部で優勝して、昨年の準優勝の雪辱を晴

らしました。

アザレア TC全国大会へ

須恵東中学校太鼓部

須恵中学校吹奏楽部

須恵中学校なぎなた部

　須恵東中学校（今泉靖親校長）では、太鼓部（谷川紀

子・村嶋由利子顧問）が、８月 26日（土）と 27日（日）

に東京都の青山劇場などで行われた、第５回東京国際和

太鼓コンテストに出場しました。

　全国から30チームが出場したこのコンテストで、福岡

県を代表して参加した同部は見事な演奏を披露しました。

　「須恵町の緑を守るために使ってください」と、この

たび、昭和 37年の須恵中学校卒業生が、須恵町自然教

育林推進協議会（吉松輝会長）に多額の寄付を行いまし

た。

　これは、同卒業生が今年還暦を迎えることを記念して

同窓会（田原修三代表世話人）を行い、その会費の残金

を寄付したものです。田原さんは「須恵町の豊かな緑と

自然を未来に残すため有効に利用していただければあり

がたいです」と話されていました。

昭和37年
須恵中卒業生が寄付
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久我記念館
美術センター美術センター 10 月企画展　３日（火）～ 22日（日）

（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・
22 日は 12 時まで・入館無料）

白木  恵美子
「Macro   cosmo   micro   cosmo － 白木  恵美子」展

９月 12 日（火）～ 30日（土）
（月曜休館、祝日の場合は翌日休館・入場無料）

きちゃってんしゃい！ みちゃってんしゃい！

17

　須恵美術クラブ（代表世話人　大場仁）は、現在会員
数も 42 人に増えて活動しています。今回の須恵美術ク
ラブ展では、会員各々日々研鑚した作品を約 80 点出展
いたします。
　森の美術館の紅葉とともに、会員一同、みなさまのお
いでをお待ちしております。

秋恒例の須恵美術クラブ展が始まります

阿世賀　輝　雄
坂　本　玲　子
片　井　光　雄
加　藤　三絵子
鐘　川　邦次朗
合　屋　佐知子
合　屋　　　光
才　林　美　則
吉　松　茂　荘
岡　本　真　一

案　浦　博　子
豊　田　　　貢
大　山　静　子
園　田　　　勤
田　原　琳　子
伴　　　信　行
半　田　　格
半　田　晴　代
木　村　夏　子
入　江　順　子

大　場　　　仁
長　井　　　昂
太　田　直　徳
帆　足　顕　了
細　田　健　一
吉　松　　　寛
吉　松　正　幸
井　上　淳　一
白　川　信　弘
前　田　節　子
稲　永　義　一
添　田　勇　一

大　石　由美子
稲　永　育　代
王　丸　正　博
木　島　けい子
木　村　久　典
小　薗　國　雄
百　田　淳　子
百　田　公　子
中　村　　　通
日　高　照　子

　

稲
が
出
穂
し
ま
し
た
。
今
回
は
稲

藁わ
ら

を
切
る
と
き
に
使
っ
て
い
た
押
切

り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
牛
の
飼
料
に
す
る
稲
わ

ら
や
野
草
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
に
応
じ
て
、
適
当
な
長
さ
に
切

る
た
め
の
器
具
で
す
。
押
切
り
に

は
、
受
金
式
（
庖
丁
運
動
式
）
と
押

金
式
（
庖
丁
固
定
型
）
と
が
あ
り
、

庖
丁
と
受
刃
の
間
に
材
料
を
は
さ

み
、
取
っ
手
を
持
っ
て
押
切
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
価
で
使
用
が

簡
単
で
あ
る
が
、
手
加
減
で
わ
ら
を

押
し
出
し
て
切
る
た
め
、
切
断
長
が

一
定
せ
ず
、
ま
た
、
指
先
を
切
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
後
期
か

ら
昭
和
20
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
資
料
は
受
金
式
で
す
。

　

大
き
さ
は
、
高
さ
が
14
㎝
、
横
幅

は
15
㎝
、
長
さ
は
78
・
７
㎝
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
器
具
は
、
ま
だ
我
が

家
に
も
あ
り
、漂
準
名
は
「
押
切
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
「
食
み

切
り
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も

筍た
け
の
こや
大
根
切
り
な
ど
に
使
っ
て
い

ま
す
。
稲い
ね
わ
ら藁
を
切
っ
て
い
て
、
指
を

切
っ
た
痛
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。よ

参
考
文
献

　
「
写
真
で
た
ど
る
農　

機
具
の
発

　

達
史
」
農
林
水
産
省
農　

林
水
産

　

研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
よ
り

☎
☎
☎
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町の人口
平成 18年８月１日現在 

（　）＝前月比
●男　性　12,673 人（＋ 10）
●女　性　13,072 人（＋ 12）
●合　計　25,745 人（＋ 22）
●世帯数　 9,172 戸（＋ 14）

国
民
健
康
保
険
税
・
４
期
分

９
月
の
納
税

　須恵第二保育所は、現在、町立で運営を行なって

います。この第二保育所を、平成 19年４月から民

営化し、篠栗町の社会福祉法人勢門福祉会が運営す

ることとなっています。これは、町の行財政改革と多

様な保育ニーズに対応することを目的としています。

　今回、この民営化に伴い、これまで以上に地域に

親しまれ、愛される保育所を目指すために、みなさ

んからのすてきな名前を、次のとおり募集すること

としました。たくさんの応募をお待ちしています。

●応募用紙　応募用紙を役場子ども教育課、アザレ

　アホール須恵、町立図書館、第二保育所に準備し

　ています。
●応募方法　

　・応募用紙とともに設置する応募箱に応募用紙を

　　投かんしてください。

　・はがき、ファックスで「新しい名前とその理由、

　　氏名、住所、電話番号」を記入して送付してく

　　ださい。

　※１通につき１作品としますので、別の名前を応

　　募する場合は、別の用紙でご応募ください。
●応募期間　９月 15日（金）～ 10月 20日（金）
●発　　表　平成 19年１月（予定）
●送 付 先　役場子ども教育課

　　　　　　（〒 811-2193　須恵町須恵 771）

　　　　　　ＦＡＸ　933-6579

子ども教育課　☎ 932-1151（内線 273 番）

第二保育所の新しい名前を
募集します

　平成 18年度戦没者追悼式を、町と遺族会の合同

主催で次のとおり行います。
●日　時　９月 27日（水）10：30～
●場　所　アザレアホール須恵

福祉課　☎ 932-1151（内線 124 番）

戦没者追悼式のお知らせ

税務課　☎ 932-1151（内線 131 番）

窓口での本人確認と
委任状の提出について

　個人情報保護法の施行に伴う、窓口来庁者の確認

を厳格にするため、税務課窓口では町税に関する諸

証明の請求の際には、本人確認のための書類（運転

免許証・健康保険証など）の提示と委任状の添付を

お願いしています。

　なお、住民課窓口でもこのような確認を行なって

います。

　みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。

企画課　☎ 932-1151（内線 344 番）

あ
な
た
の
事
業
所
や
お
店
も
対
象
で
す
！

平成 18 年度
事業所・企業
統計調査

10
月
１
日
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が
調
査
対
象
で
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
み
な
さ
ん
の
事
業
所
を
お
訪
ね

い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
必
ず
携
行
し
て
い
ま
す
。

総務省統計局　　福岡県

　平成 19年度に小学校新一年生になる人を対象と

する就学前健康診断を、10 月 10 日（火）にアザ

レアホール須恵で行います。なお、対象となる人に

は後日通知をいたします。

子ども教育課　☎ 932-1151（内線 245 番）

就学前健康診断のお知らせ

　高齢者学級は、老人クラブが中心となって、町内

に在住する 65歳以上の高齢者が、余生を生き生き

と過ごせるようにと、研修会を開催しているもので

す。９月は次の日程で行います。お気軽にご参加く

ださい。
●日　時　９月 13日（水）10：00～
●場　所　アザレアホール須恵（大ホール）
●内　容　高齢者の交通安全講習

　　　　　「いきいき講習 2
ふれあい

01 キャンペーン」

高齢者学級のご案内住民課　☎ 932-1151（内線 113 番）

印鑑登録のご案内

●本人が来庁する場合に必要なもの

　登録する印鑑と運転免許証やパスポートなど（写

真付の公的身分証明書）　または、保証書（町内で

印鑑登録をしている人自筆の保証書）

●代理人が来庁する場合に必要なもの

　（即日登録はできません）

　登録する印鑑と委任状。

　申請後、本人の登録意思確認のため自宅に照会書

を郵送します。到着後、本人が記入押印した回答書、

登録する印鑑、本人と代理人の確認のための書類（健

康保険証など）を持参ください。

　※本人来庁時でも、運転免許証やパスポート、保

　　証書がない時は、即日登録できず代理人が来庁

　　する場合と同じ取り扱いとなります。
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９月９月 10月10月
２０日（水）

自己負担金　３００円

６日（金）

自己負担金　５００円

４日（水）

自己負担金　５００円

１１日（水）

自己負担金　３００円

21

１３日（金）

自己負担金　２００円

２２日（金）

自己負担金　３００円

２７日（水）

自己負担金　２００円

２９日（金）

自己負担金　３００円　

６５歳以上　男女とも募集しています

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

　

部
消
防
署
（
開
催
場
所
は
隔
月
で

　

交
代
）

▼
定　

員　

30
人
（
既
に
救
命
講
習

　

を
修
了
さ
れ
た
人
の
受
講
も
可
能

　

で
す
）

▼
受
講
料　

無
料

☎

ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
で
別
途
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
最
寄
り
の
消
防
署
の

救
急
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

毎
月
第
２
土
曜
日　

９

　

時
〜
12
時

▼
場　

所　

南
部
消
防
署
ま
た
は
中

て
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
た
状
況
に

陥
っ
た
と
き
、
回
り
に
い
る
人
が
す

ば
や
く
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
用
い
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
が
、
平
成

16
年
７
月
１
日
か
ら
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
人
工
呼
吸
と
同
じ
応
急
手
当
の

ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を

使
っ
て
手
当
て
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
応
急
手
当
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を

加
え
た
救
命
手
当
講
習
会
を
平
成
17

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
度
は
、
こ
の
講
習
を
毎
月
定
期

的
に
実
施
す
る
予
定
で
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ

　
「
ち
ょ
っ
と
目
を
放
し
た
す
き

に
」、
子
ど
も
の
事
故
で
よ
く
耳
に

す
る
言
葉
で
す
が
、
先
日
、
あ
る
家

庭
で
「
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
赤
ち
ゃ

ん
が
居
な
い
の
に
気
付
き
、
お
風
呂

に
浮
い
て
い
る
の
を
発
見
し
た
」
と

い
う
救
急
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
お
母
さ
ん
は
こ
の
３
日

前
に
救
急
法
を
受
講
さ
れ
て
い
て
、

冷
静
な
判
断
と
適
切
な
救
命
手
当

（
心
肺
蘇
生
）
で
、救
急
車
が
到
着
す

る
こ
ろ
に
は
見
事
に
蘇
生
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
何
の
後
遺
症
も

無
く
元
気
で
遊
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

実
際
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
適
切
な

手
当
て
を
す
る
の
と
し
な
い
の
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
助
か
る

命
を
助
け
る
た
め
に
、
自
分
自
身
が

救
命
手
当
て
を
身
に
つ
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
公
共
施
設
や

大
規
模
店
舗
な
ど
大
勢
の
人
が
出
入

り
す
る
場
所
に
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
設
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
が
倒
れ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
伴
い
、
巧
妙
な
手
口
を
使
っ
た

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は
要
注
意

で
す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
、

家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
訪
問
販
売
の
場

合
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
で
き
ま
す
。

※
福
岡
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー　

　
（
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

　

☎
６
３
２
・
０
９
９
９

● 申込資格
● 開催日時

● 場　　所
● 定　　員
● 申込み・問合せ先
役場福祉課 ☎ 932-1151（内線 126）

・
消
防
職
員
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
だ

　

れ
で
も
行
え
ま
す
。
業
者
に
設
置

　

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

と
い
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
業
者
に
よ
る
点
検
の
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
取
扱
説
明
書
な
ど
で
よ

　

く
確
認
し
て
、
普
段
か
ら
点
検
ボ

　

タ
ン
な
ど
で
自
ら
点
検
す
る
習
慣

　

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
市
場
価
格
は
機
種
に
よ
り
様
々
で

　

す
が
、
数
千
円
の
物
か
ら
１
万
円

　

を
越
え
る
物
ま
で
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
救
急
係

　

☎
９
３
５
・
５
１
１
１
（
代
）

　

今
後
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
防

災
設
備
の
取
扱
店
な
ど
で
色
々
な
機

種
が
販
売
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!!!!

　

〜
家
庭
内
で
の
火
災
を
警
報
ブ
ザ
ー
や

音
声
な
ど
で
知
ら
せ
ま
す
〜

救
急
車

救
急
車  

本
当
に
必
要
で
す
か
？

本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

〜
救
急
車
の
適
正
利
用
に

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
〜
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　平成 19 年度の学生を次のとおり

募集します。

●受験資格　高等学校を卒業した人

　（平成 19 年３月見込み含む）

●募集定員　

　・機械システム系　　　　40 人

　・居住システム系　　　　30 人

　・電気 ･電子システム系　30 人

　・情報システム系　　　　30 人

●試験日　

　・推選入試（専門高校）

　　９月 23 日（土）

　・推選入試　11 月 14 日（火）

　・一般　平成 19 年２月６日（火）

●問合せ先

　九州職業能力開発大学校

　☎ 093 - 963 - 8353

●応募資格　高卒（見込含）～ 21 未

　満の人

●応募期間　９月８日（金）～９月

　29 日（金）

●第１次試験日　11 月 11 日（土）・

　12 日（日）

●応募資格　高卒（見込含）～ 24 未

　満の人

●応募期間　９月８日（金）～９月

　29 日（金）

●第１次試験日　10 月 15 日（日）
●問合せ先　

　福岡募集事務所（担当：米田）

　☎ 607 - 4826

　URL　http://www.fukuoka.plo.　

　　　　jda.go.jp/

●実施日　10 月 27 日（金）
●出発地　ＪＲ博多駅
●見学先　クローバープラザ（介護

　実習・普及センター、人権啓発情

　報センター）・四王寺県民の森

●応募資格　県内在住の 18 歳以上
●募集人数　各出発地45人程度（応

　募多数の場合は抽選）

●参加費用　無料（昼食は各自持参

　してください）

●応募方法　はがきまたはファクシ

　ミリなどで、①住所、②氏名（ふ

　りがな）、③年齢、④性別、⑤電

　話番号、⑥出発地を記入の上応募。

　※はがきまたはファクシミリ１枚

　　につき３人まで応募できます。

　※同行者の氏名、年齢、性別も記

　　載してください。

●応募締切り　９月 29 日（金）当

　日必着

●抽選結果　10 月６日（金）まで

　に通知します。

●応募・問合せ先　〒 812-8577（住

　所不要）福岡県庁県民情報広報課

　広聴係

　☎　643 - 3103

　FAX 643 - 3107

　10 月１日（日）から７日（土）

までは「公証週間」です。福岡公証

役場（浜の町病院のすぐ近く。☎

741 - 0310）と博多公証役場（テレ

Ｑの隣り。☎ 272 - 1156）において、

期間中（10：00 ～ 15：30、土・日

は福岡公証役場のみ）、相続、遺言、

離婚、任意後見、各種契約などにつ

いての無料の公証相談会を開催して

いますので、ご来場ください。電話

による相談もできます。

　国際クロカンの海の中道海浜公園

を走りませんか！

●日　時　11 月 19 日（日）

　　　　　10：00 ～（雨天決行）

●場　所　海の中道海浜公園

　　　　　（東区西戸崎）

●募集人員　2,000 人
●参加資格　小学生以上
●競技種目　・１km、２km、５km、

　10km（男女別および学年・年齢

　層別、１kmと２kmは親子ペア

　種目があります）

●参加料　一般 3,000 円、高校生以

　下 1,000 円、親子ペア 3,500 円・

　ダブルエントリー（一般 1,000 円、

　高校生以下 500 円追加）

●申込み締切り　10 月 20 日（金）
●申込み用紙配布　福岡県庁１階、

　アクロス福岡、福岡市情報プラザ、

　福岡市各区役所など

●申込み・問合せ先　

　福岡県民さわやかマラソン選手受

　付事務局

　☎ 739 - 1447

　「最近眠れない」「気分が落ち込

む」など、自分自身の心の問題や悩

みについて、また家族や周りの人の

精神的な問題ごとでお困りの人、ア

ルコール依存、認知症、思春期問題

など、心の悩み全般に対し、精神科

の専門の医師が相談に応じます。

●日　時　毎月第１・３木曜日　　

　13：00 ～

　従業員を一人でも雇っている事業

主は、政府が管掌する労働保険（労

災保険・雇用保険）に加入すること

が、法律で義務付けられています。

　まだ、加入手続きをとられていな

い事業主の人は、所轄の労働基準監

督署・公共職業安定所（ハローワー

ク）で、加入の手続きを行なってく

ださい。

●問合せ先

　福岡労働局総務部労働保険適用室

　☎ 434 - 9834

　福岡県土地家屋調査士会では、

10 月１日からの「法の日」を記念

して、次のとおり無料相談会を開催

します。

●日　時　10 月７日（土）10：00

　～ 16：00

●場　所　サンレイクかすや〈粕屋

　町駕与丁１ - ６ - １〉

●相談内容　境界問題、土地の分筆・

　合筆、登記手続など

●相談料　無料
●問合せ先　

　福岡県土地家屋調査士会

　☎ 741 - 5780

が結核にかかり、７人の人が亡く

なっています。

　結核の初期症状は風邪に似ていま

す。「咳・痰が２週間以上続く」「微

熱が続く」「体がだるい」「胸に痛み

がある」などの症状が続くときは、

早めに医療機関を受診しましょう。

　早期に発見すれば、現在では、ほ

とんど化学療法で改善します。

　結核を早期発見・予防するために、

結核予防法では、生後６か月までに

ＢＣＧの予防接種を受け、65 歳を

過ぎたら１年に１回は住民健診など

で、胸部レントゲン検査を受けるよ

うに定められています。

　結核に関心を持ち、２週間以上続

く咳があるときは早めに医療機関を

受診し、早期発見に努めましょう。

　結核は、抵抗力が弱まった時に発

病します。そのため、日ごろから十

分な睡眠とバランスの良い食事、適

度な運動に心がけましょう。

●応募資格　高卒（見込含）～ 21 未

　満の人

●応募期間　９月８日（金）～９月

　29 日（金）

●第１次試験日　11 月４日（土）・

　５日（日）

●場　所　福岡県粕屋保健福祉環境

　事務所（粕屋町戸原 235-7）

　※相談は無料です。秘密は厳守さ

　　れます。

　※予約制です。（前日までの受付

　　け）お気軽にお電話ください。

●問合せ先

　福岡県粕屋保健福祉環境事務所

　☎ 939 - 1185

　結核は過去の病気ではありませ

ん！日本で最大の感染症です。

　今でも、全国で１日に 82 人の人

●問合せ先

　粕屋保健福祉環境事務所健康対策課

　☎ 939 - 1534
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 ★ 14
15 16 17 18 ★ 19 20 ★ 21
22 23 24 25 26 27 28

★ 29 30

10 月

　日本の風土に合って昔から広く栽培
されてきた品目 64 品種類の大事な種
子の種採り法と美味しそうなレシピが
満載。種から育てて、種を取り、豊か
な農と食を次代へ引き継いでいくため
の一冊。 「にっぽんたねとりハンドブック」

プロジェクト「たねとり物語」   著
現代書館

　巫女になる修行のため、生後まも
なく天山へ連れて行かれたソニンは、
12 年後、素質がないと里に帰される。
　３つの国を舞台に運命に翻弄されつ
つも明るく誠実に生きる、落ちこぼれ
巫女ソニンの物語。シリーズ第一部。

「天山の巫女ソニン①
　黄金の燕」

菅野　雪虫　著
講談社　

　「まて　まて　まて」と、うさぎさ
んやあひるさんやくまさんなどの動物
が赤ちゃんを追いかけます。最後はお
母さんがみんなをつかまえたよ。
　赤ちゃんが大好きな「まてまてまて」
で楽しく遊んでほしい一冊。

「まて　まて　まて」
こばやし　えみこ  案
ましま　せつこ  絵

こぐま社

「天地のドラマ  すごい雷大研究」
かこ　さとし　著　

小峰書店

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15 ★ 16
17 18 19 20 ★ 21 ★ 22 ★ 23
24 25 26 27 28 29 30

９月 印は休館日です。

★あかちゃんおはなし会　
　９月 21日／ 10 月 19 日（木）10：30 ～
★おはなし会　
　９月 16日／ 10 月 14・21 日（土）14：00 ～
★工作教室　
　９月 23日（土）14：00 ～
　10 月 29 日（日）県青少年科学館より出前科学館と
　　　　　　　　　なります。（事前申込みは来月行
　　　　　　　　　います）
★まなびっく　楽しく学ぶ「絵本読み聞かせ講座」⑥
　９月 22日（金）10：30 ～（申込みは終了しました）
毎月最終木曜日は蔵書点検のため休館いたします。

　まぶしい光。なりひびく大きな音。
雷はどのようにしておこるのでしょう
か？　かみなり雲のできかたや雲の中
での電気の起こり方、雷から身を守る
方法など「雷」についてひとつずつ順
序だてて詳しく説明されている。

●対 象 者●対 象 者　平成 17 年 11 月生まれの赤ちゃん
●必要なもの●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏
　名、生年月日を裏書）、保護者のメッセージ（70 字
　以内、居住区、保護者の氏名、第何子を明記）
　※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホー
　ムページの中の「広報すえ」で公開されますので、
　その旨了解の上申し込みください。
　　なお、写真は返却しません。
●締切り日●締切り日　9月 29 日（先着８人まで）
●問合せ先●問合せ先　役場企画課　☎ 932 - 1151

次
回
申
し
込
み
要
領

次
回
申
し
込
み
要
領

　須恵町布の絵本
の会「わん・ぴい
す」のみなさんが
製作された、布の
絵本などを図書
館へ寄贈されまし
た。ひとつひとつ
丁寧に作られてお
り、見ていると温かで楽しい気持ちになります。あり
がとうございました。作品は図書館で見ることができ
ます。ぜひご覧ください。

　８月９日（水）
14：00 から、アザ
レアホール須恵に
おいて「徳永玲子
おはなしの時間」
を開催しました。
129 人の参加のも
と、「あらしのよる
に」や「こいぬのベニー」（徳永さん翻訳）の読み聞
かせで、楽しいひとときを過ごしました。当日の様子
を図書館に掲示していますのでご覧ください。

一般書 赤ちゃん絵本

児童書 ヤングアダルト
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日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

　９  月 　10  月

休  日  当  番  医 月　日
外　科 内科・小児科・歯科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

※診療時間は９時から 17時ま
　でです。
※一部変更になることがありま
　すので必ず下記で確認してく
　ださい。

●休日当番医の問い合わせ先

　福岡県医療機関情報センター
☎ 471 - 0099

　粕屋南部消防本部
☎ 935 - 5111

9 月 17 日 栄光病院（志免） 935 - 0147

粕屋中・南部
休日診療所

場所：粕屋郡久山町大字
　 久原 3168 - 1

652 - 3119

18 日 久恒病院（宇美） 932 - 0133

23 日 片井整形外科（粕屋） 938 - 4860

24 日 篠栗病院（篠栗） 947 - 0711

10月01 日 仲原病院（志免） 621 - 2802

08 日 青洲会病院（粕屋） 939 - 0010

09 日 合屋クリニック（志免） 936 - 5839

15 日 貫外科（須恵） 933 - 5111

香
典
返
し
お
礼社

会
福
祉
協
議
会

生活福祉総合相談日 場　　所 福祉センター相談室 時　間 13：00 ～ 16：00（弁護士相談のみ 13：00～ 15：00）
問合せ先 社会福祉協議会 933 - 2160

区分 健康・子育て・児童相談 障害者相談 高齢者相談 行政・人権・心配ごと相談 弁護士相談（要予約）

９月

10月

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日

ま
で
の
予
定
表
で
す
。

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考
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